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紫外可視近赤外分光光度計UH4150AD形の紹介
岩谷 有香, 和久井 隆行

はじめに1.
　紫外可視分光光度計は，紫外領域（200 ～ 380 nm），可視領域（380 ～ 780 nm）にわたり，透過スペクトル，反射スペクトル，
吸収スペクトルを測定する装置である。材料，環境，製薬，バイオ分野などの学術，研究開発，品質管理など，多岐に渡る測定
に対応する。紫外可視近赤外分光光度計は，近赤外領域（780 ～ 3300 nm*1）にも対応し，ベースラインのドリフトを補正するこ
とが可能なダブルビーム（複光束）測光，および，迷光が少なく高い吸光度の試料測定に適したダブルモノクロ形を採用している1）。
そのため，紫外可視近赤外分光光度計は高い安定性と精度を持ち，カメラのレンズやレーザー用窓などの光学特性評価，さらには
高密度情報記録形ディスク，車載センサーといった光学部品の研究開発，品質管理など多岐の用途に採用されている。
　近年，バンドパスフィルターやノッチフィルターなどの光学薄膜分野では，特定の波長域において，さらに迷光が少なく高い精度
での高吸光度測定が期待されている。そこで高吸光度測定，超低透過率測定に特化して開発した新製品 UH4150AD 形（図 1）に
ついて紹介する。

Introduction of model UH4150AD Hitachi UV-VIS-NIR Spectrophotometer

図 1　UH4150AD 形分光光度計の外観

*1  積分球搭載時は 780 ～ 2600 nm
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製品の特長2.
　ここで，UH4150AD 形の３つの大きな特長を示す。

（1）吸光度 8（紫外・可視域）の高吸光度・超低透過の測定が可能： 
新規のグレーティング - グレーティング型ダブルモノクロメータの採用により分光器の低迷光化を図り，紫外・可視領域の高測
光レンジ化（吸光度 8）を実現した。

（2） 平行光束による精度の高い正反射測定が実現可能 *2： 
UH4150AD 形に積分球を搭載することにより，従来機 *3 と同様に平行光束による測定が可能である。特に平行光束の場合，
入射角は試料に対してほぼ一様となり精度の高い正反射測定が可能である（図 2）。

（3）従来機 *3 の試料室と同一の構造を採用：
　　UH4150AD 形の試料室は，従来機と同様の構造を採用した。大形試料の設置が可能であり，また従来の各種付属装置が使

える汎用性の高い試料室となっている。検知器・試料ホールダの組み合わせなどによりさまざまな要求に応えるシステムの構
築が可能である（図 3）。

　　　　*2  積分球搭載時　　*3  UH4150 形分光光度計

平行光束の場合 集行光束の場合

図 2　平行光束と集光光束の反射の例

φ 60 標準積分球（1J1-0162）
搭載時の試料室

直入射検知器付属装置（1J1-0160）
搭載時の試料室

図 3　検知器選択例
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UH4150AD形による高Absのアプリケーション3.

　 一連の濃度系列の Co(NO3)2 水溶液を，UH4150AD 形により測定し，得られる吸光度の直線性を確認した。図 4 に Co(NO3)2

水溶液の吸収スペクトル，図 5 に波長 510 nm における吸光度と濃度の関係を示す。その結果，吸光度と濃度の関係は，吸光度
8 まで良好な直線性 (R2=0.999) を示すことが確認された。

3-1.　Co(NO3)2 の測定事例

測定条件：
スキャンスピード：30 nm/min
スリット：8 nm
サンプリング間隔：1 nm
高分解能測定：Off
減光板：装置 1/100，試料室 1/100 を使用
検知器：直入射検知器付属装置（P/N：1J1-0160）

図 4　Co(NO3)2 吸収スペクトル

図 5　Co(NO3)2 水溶液の検量線（波長 510 nm）
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おわりに4.
　紫外可視近赤外分光光度計 UH4150AD 形は高吸光度測定，超低透過率測定に特化したモデルである。バンドパスフィルターや
ノッチフィルターなどの光学薄膜の評価や品質管理において，より信頼性の高い測定が行えるものと考える。
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　吸光度の異なる 3 枚のフィルターの吸収スペクトルを測定した後，3 枚重ねて測定し得られた吸収スペクトルと単独で測定した吸
光度の和のスペクトルを比較した。図 6 にフィルターの吸収スペクトルを示す。得られたスペクトルは計算値と非常に良く一致してい
る。

3-2.　フィルターの測定事例

図 6　フィルターの吸収スペクトル

測定条件
スキャンスピード	：30 nm/min
スリット	 ：8 nm
サンプリング間隔	：1 nm
高分解能測定	 ：Off
減光板	 ：装置 1/100，試料室 1/100 
		  を使用
検知器	 ：直入射検知器付属装置
		 （P/N：1J1-0160）
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